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Abstract 

It has passed 45 years since 1 have started radiocarbon dating at Tohoku University, Sendai. 
During above periods 1 have learned three kinds of radiocarbon dating methods i.e. a g田 proportional

counting, a liquid scinti11ation cou且ting and an accelerator m田s spec位ometry. 1 have dated many 

different kinds of sample rnaterials not only submitted samples by geologists, geomorphologists, 
archaeologists and other people but also samples collected by myself from J apanese Islands and many 

foreign countries. 

Taking this opportunity 1 wou1d like to introduce hardware developments carried out for a gas 

counting system and a liq回d scintillation counting system together with some results of my Antarctic 

su円eys and recent works carried out mainly at Nansei Island, southwest of Japan. 

Keywords: 14C 年代測定法;南極; reservoir correction ;津波石;石灰段丘

Methods of 14C daing; Antarctica; reservoir correction; Tsunarni boulder; Travertine terraces 

I はじめに

Willard Frank Libby がシカゴ大学で放射性炭素(14C) が自然界に存在することを予測し、

これを確認し半減期を 5，568 年として 14C 年代測定を行って以来、半世紀以上の年月が経過し

た。この間 14C 年代測定法もガスプロポーショナル・カウンターを使用する方法から高感度

液体シンシンチレーション・カワンター (LSC) を使用する方法、そして 1977 年以降は加速

器質量分析装置 (AMS) を使用し lmg 以下の炭素でも小さな統計誤差で年代決定ができるよ

うになった。本講演では過去 45 年間にわたり 14C 年代測定を行ってきた演者の多岐にわたる

研究成果の中から、話題をいくつか取り上げ紹介する。

11 14C 年代測定法の習得と装置の開発および改良

1. 14C 年代測定法との出会い

演者と 14C 年代測定との出会いは、 1966 年 4 月に東北大学に就職したことによる(小元

2010b および 2011) 。東北大学に納入された 14C 装置を立ち上げるため、当時すでに 14C 年代

測定を行っていた防衛大学校の久保添忠嘉教授、理化学研究所の演田達二先生、そして学習

院大学の木越邦彦教授の順に各研究室を訪問し、ガスプロポーショナル・カウンターを使用
する 14C 年代測定法について教えていただいた。その数年後、金沢大学の阪上正信教授およ

び京都産業大学の山田治教授から液体シンチレーション法の試料調整法(ベンゼンおよびメ
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チルアルコールの製造法)について教えていただいた。

演者の専門分野である自然地理学の中でも、自然環境の変遷、地形の形成年代、そして地

形発達史を考察する上で、 14C 年代は強力な道具になることが期待されていた。知りたい年代

と現象との関係を明らかにするためには、木越 (1 965) が指摘しているように「研究者自身

が試料を採取し自ら年代を決定すること」が理想的である。しかし演者にとって当初、 14C 年

代測定法を習得できるかどうかについては全く自身がなかった。幸運なことに上記先学の諸

先生方と海外でお世話頂いた多くの年代測定機関(第 l 表)と科学者たちのご指導により、

14C 年代測定法は私の研究・教育にとって必須の道具となった。
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第 1 表 1966 年以来訪問した 14C年代測定機関

Tab1e 1 14C 1ab町atories visited since 1966 
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八戸工業大学、名古屋大学、加速器質量分析研究所
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2. 世界最古の年代まで測定可能な 14C 年代測定技術の確立

リピーらが I'C 年代測定を始めた 1950 年ころ、測定可能な最古の年代は 2~3 万年前まで

とされたロしかし科学者たちはできるだけ古い年代まで、付加誤差の小さい高精度の年代を

決定したいと考え、努力してきたロ古い年代まで測定するには①パックグラウンドを下げる

11 



名古屋大学加速器質量分析計業績報告書， XXII , 2011. 03 

こと(ガス・カウンターやグァイアルはもとより、測定室はできるだけ放射能を含まない物

質で製作し、できれば地下にする)。②ノ屯ツクグラウンドが低く、感度の良い検出器を使用

し、計測機器が安定に動作すること。③できるだけ多くの炭素を検出器に入れること(ガス・

プロポーショナルカウンターを使用するより液体シンチレーション・カウンターを使用する。

アルコールよりベンゼンを使用する)。④試料の化学処理時にモダーン・カーボンやデッド・

カーボンを極力除去するように細心の注意を払うーなどが肝要である。

演者は 4 万年よりも古い年代まで、小さな不可誤差で測定するためにはどうしたら良いか

について検討した。その結果、試料からベンゼンを合成し、テフロンヴァイアルを使用して

低パックグラウンドの液体シンチレーション・カウンター(Liquid Scintillation Counter 略し

て LSC) で測定すれば、ガスプロポーショナル・カワンターを使用するよりも古い年代まで

計測できる確信を得た。問題は実際にどれくらい低いパックグラウンドを得られるかであっ

た。そこで圏内の LSC について性能を調査した結果、ガス・プロポーショナル・カウンター

に匹敵する低パックグラウンドを示す LSC があった(第 2 表)。

第 2 表 液体シンチレーション・カワンターの仕様(注 1980 年頃の資料による)

Table 2 Items of some liquid scintillation counters. 

Model and No Aloka Beckman Packard 
LSC-LB 1 7500 300-C 

Background 2.600 10.050 7ωo 

NBS (95%)/g 7.877 7.176 8.655 

Sample benzene(g) 

l 34 ,780 y BP 28,370 y BP 31 ,430 y BP 

5 48 ,150 41 ,750 44 ,810 

10 53,910 47,510 50,580 

15 57,280 50,890 53,950 

カタログ上でもっともパックグラウンドが低かったのはAloka の LSCLB-1 であった。これ

に M叫ti Channe1 Ana1yzer (C姐.berra 社製)を接続して測定データを収集し処理することによ

り、 6 万年まで測定可能な年代測定装置を構築できると考えた。 6 万年という数字は、現在の

ll!U定技術をもってしてもほぼ測定限界に近い。マルチチャンネル・アナライザーを液体シン

チレーション・カウンターと結合させるというアイディアは当時誰も考えつかなかった。こ

の計画について文部省(当時)の科学研究費を申請したところ幸運にも採択され、当時世界

でもっとも古い年代まで測定可能な装置を構築することができた(小元 1982a; Omoto 1982 ; 

1983 ; 1985) 。

3 , β 線測定法の自動化 (MS DOS) 

14C年代測定実験は確立された科学的手法であるから教授が行っても学生が行っても同じ

結果が得られる筈である。自然地理学を研究対象とする者にとって必要なのは 14C年代であ

って、 14c年代を決定する実験に多くの時聞を割かれることは望ましいことではない。そこ

で演者は 14c年代測定実験の自動化について考えた。ガスプロポーショナル・カワンターを

使用する 14c年代測定実験の概要は次の通りである。まず全回路を高真空(1O-4to町程度)に

し、試料ガスを液体窒素で移動しガスプロポーショナル・カウンターに封入しガス圧を調整

する。次にセンター・カウンターとガード・カウンターの印加電圧を決定する。あらかじめ
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カウンターに封入するガス圧を決定し、常に正確にそのガス圧に調整し、しかも長時間にわ

たる β 線測定時間中にカウンターの温度変化が起こらない場合には、常時一定の電圧で測定

することができる。しかしカウンターに封入したガス圧を lmml弦たりともずれないように

調整し、またカウンターの温度も 0.1"cたりとも変動させないようにすることは通常不可能で

ある。したがってガス圧やカウンターの温度が変化した場合に対応して印加電圧を決定し、

修正できることが理想である。以上述べたような実験操作を自動的に行ってくれる方法と、

測定データを収集し解析する方法について、人間の手を借りずに実験を行う方法を開発する

ことを考えた。このアイディアは文部省(当時)の科学研究費の試験研究によって実現する

ことができた。この研究では上記以外に、測定試料の入った高圧金属容器を装置にセットす

れば、順次自動的にあらかじめプログラミングされたガス圧で試料をカウンターに充填し、

あらかじめプログラミングされた測定時間で目線を測定し、年代測定結果を記録しプリント

するというガス・カウンターによる β 線測定実験の全自動化が行われた(小元 1982b) 。

。府民.t旬、 Vd晦・""
1 / 0 同副闘

，...司鳩酌 Vd泊脚凶由

".....'"・<<

"""司""'"

第 1 図 全自動 F 線測定装置の概念図 (Omo加 1982)

Figure 1 Sche皿atic diagr四1 for full-auto血atic -゚counting system (0血oto 1982 ; 1995) 

1995 年に Microsoft 社が Mu1titask 可能な OS である Windows を開発した。このため従来使

用していた BASIC :/フトを、Windows で動作するように新たな年代測定ソフトを開発 (Omoto

1995; 1998; 小元・大木 1999) した。その概要は次の通りである。カウンターの印加電圧

は試料ガスを封入後、カウンターの圧力と温度データの初期値にもとづき CPU が計算し、イ

ンターフェースを通じて高電圧装置を制御し測定開始電圧を調整する。このようにしてセン

ター・カウンターとガード・カウンター双方のプラトーを計測し、それぞれのカウンターの

最適印加電圧を決定する。印加電圧が決定されれば、任意の測定時間間隔で繰り返し、①ア

ンチ・コインシデンス計数値、②センター・カウンターの計数値、③ガード・カウンターの

計数値、④センターおよび⑤ガード・カウンターへの印加電圧、⑥カウンターの封入ガス圧、

13 
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⑦カウンターの表面温度、⑧各計数率の累積平均値と、⑨経過時間ごとの年代計算結果をディ

スプレーに表示し、上記のデータを HD に書き込んでいく。このようにしてあらかじめ入力

した計測時間に達すると、センターおよびガード・カウンターの最適印加電圧を再確認し、

最適印加電圧に変動があれば調整する。このようにしてあらかじめ入力した総測定時間に遣

すると B線測定を終了し、統許計算と年代計算を行う。そしてセンター・カウンターとガー

ド・カウンターのプラトーを最終確認して、すべてのデータを印字してプログラムは終了す

る(Omoto 1998) 。このソフトウェアは開発から 15 年以上経過した今日でも大変よく働いて

いる。

m 14C 年代を使用した研究成果
1.南極試料の "c年代測定

演者は 1968 年 6 月に、第 10 次日本南極地域観測隊員として選抜され、地理・地形部門お

よび内陸調査を担当し越冬することになった。このとき南極から採取した生物試料(化石)

について "c年代を測定した場合、正しい年代が得られるかどうかについて疑問を持った。

その理由は、大陸氷から分離された古い年代の氷山が海洋に融解しているため海水中の 1.C

漫度は熱帯や温帯地方の 1.C 漫度と異なり、南極海の生物の年代そのものも古い年代となる

であろうと考えた。すなわち今日では海洋リザパー効果とよばれる現象である。したがって

第 3 表 南極地域における Modem carbon の値 (0皿曲 1985)
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正しい年代を得るためには、まず南極地域のモダーン・カーボンの値を決定しなければなら

ない。このため現生のベンギンキアザラシ、魚介類、海水、オアシスの湖水、そして大気中

の三酸化炭素試料を採取した。これらの試料の測定では理化学研究所(当時)の横田達三先

生のお世話になった。この測定結果(第 3 表)によれば、南極海から採取した海水は、氷床

に近い所では約 3，000 年前を示し、遠ざかるにつれて次第に新しい年代となった。海洋生物

では現生のアザラシが約 1，500 年前を示したが、魚介類はこれよりやや新しい年代を示した。

しかしながら大気中の三酸化炭素および湖沼水は、いずれも核実験の影響を示した。このよ

うな結果にもとづき南極試料について 1.C 年代測定を行った場合、生物種ごとに測定したそ

ダーン・カーボンの値により年代を補正する必要があることを報告 (Omo旬 1972 ; 19日5) し
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た。

第 10 次および第 14 次の 2 固にわたる越冬観測を通じて、昭和基地の位置するリュツオ・

ホルム湾岸に発達するいくつかの島々や露岩地域で隆起打線の調査を行った。その際、多く
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第 3 図 リュツオ・ホノレム湾の海底地形 (Omoto 197 6b) 

F明e 3 Sub皿.arine topography ofLutzow-Holm Bay，畑出'ctica (Om脚 1976b)

の貝化石試料を採取し、帰国後に 14C 年代測定を行い、その結果を発表した(Omo旬. 1977) 。

不思議なことに測定値は 1 万年以下と、 2 万年をこえる年代に二分された(第 2 図)。この

ような傾向はその後、 AMS 法によって測定された多くの年代測定結果も同様であった。
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昭和基地の海成段E堆積物には貝化石と一緒に多数の有孔虫が含まれていた。この有孔虫

について研究した Uchio (1966) は、マクマード基地などほかの南極地域の研究成果から判断

し、これらの有孔虫は少なくとも水深 120m よりも深い、おそらくは水深 180m位の所に生息

していたに違いないと報告した。しかし地理学者たちは、貝化石や有孔虫を産する海成段丘

は少なくとも 5，OOO~6，OOO 年前に形成されたと解釈していた。このため過去 5，OOO~6，OOO 年

間に 100m 以上もの隆起が起こったとは到底考えられなかった。両者の見解の相違は、演者

の 2 回にわたる越冬中に行った調査によって解決することができた。

第 14 次日本南極地域観測隊員(I972~1974 年)として 2 回目の越冬時に、演者はリュツ

オ・ホルム湾の海底地形を調査し、水深 1 ，200m をこえる氷食谷(第 3 図)が存在することを

明らかにした (Omoto 1976b)。この結呆から、かつて氷床は現在よりもはるか沖合まで張り

出しており、そのときに深い氷食谷を形成したことを明らかにした (Omoto 1976a)。一方演

者は氷床の基盤地形 (Omoto 1976a) についてアイスレーダー(電波氷厚計)を使用して明ら

かにしていた(第 4 図)。演者はリュツオ・ホノレム湾では氷床が拡大した時期があり、その

後徐々に現在の海岸線まで氷床が後退する過程で、 Isostatic な rebound (地殻平衡的な隆起)

が起こり、オングノレ島をはじめとする島々は間欠的に隆起し、多数の隆起打線地形を形成し
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第 4 図昭和基地東方の氷床の断面図 (Omoω1976a) 第 5 図オングル島の地形発達図 (Omoto

Fi思rre 4 Longitudinal profi1e of ice sheet, east of 
Syowa Station (Omoto 1976a). 

1977) Figure 5 Schematic diagram for deveｭ

lopment ofO時ul Island (Omoto 1977) . 

たと結論づけた(第 5 図)。このように考えると、先述の Uchio (1 966) の見解についても矛

盾することなく説明できた (Omoto 1977) 。
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2. 東北日本の海洋P ザパー (AR) と縄文時代の編年

1987 年 4 月、演者は日本大学文理学部に転出した。そして年末にはふたたびガスプロポ

ーショナル・カウンターを使用した 14C年代測定を始めることができた。 1990 年代から演者

は「美ら海」、おもに南西諸島を調査地域としてサンゴ礁地形の研究を開始した。すなわち

完新世のサンゴ礁地域の海岸地形の形成年代や海水準変動、あるいは地殻変動の研究である。

これらの研究において、年代測定試料の採取が容易なことが研究の背景にあった。今回は標

記に関して、昨年 8 月発行された Radiocarbon Vo1 50. NO.2 に掲載された Omoto et al. (2010) 

の概要について、その要旨を中心に紹介する。

わが国における縄文時代の考古編年は、元来土器の形状や刻印れた文様、発掘時の土器包含

層の厚さに対して与えられた伝統的な相対年代にもとづいていた。そこで演者たちは東北日

本における縄文時代の古典的な考古編年を、放射性炭素年代を較宣した暦年代によって新た

に構築することを目指した。このため演者たちは東北日本の遺跡から採取された土器編年の

確定している 80 件の加速器で測定した年代を使用して東北地方と北海道の編年表を新たに

作成した。またこの編年を確認するため、北海道の 5 貝塚と 2 遺跡、また東北地方の 4 貝塚

第 4 表 東北日本における縄文時代の年代区分 (Omoto 国 al. 2010) 

Tentative Chronology of Jomon Period in Japan (After Kobayashi, 2006) 

Hok肱.aidoA目haeo logica l Ope悶tÎon Ce四ter 'Z 8eginning of Post Jomon period 川 Hokl‘.a ido

から合計 43 個の試料を収集し、各遣の較正年代を決定した。わが国の貝塚は海岸に多くあり、

しかも海棲動物化石を多く産する。このため海洋リザパー (R および AR) の補正が不可欠で

ある。北海道および東北地方から収集した試料を測定し AR値をそれぞれ 282~158 年および

土o ~-40 年と決定した。北海道東部の AR値はほかの地域に比較し大きい数値であったが、

この結果は親潮の影響が強いことを示し、一方北海道北部からは異常に大きな AR値が得ら

れた。これらの数値はいずれも西南日本の AR 値(Nakamura et al. 2007) と比較し、明らかに

大きな数値である。調査地域における較正された縄文時代の区分(第 4 表)は、従来の編年

よりも 2，000~200 年ほど新しい。調査地域の員塚の較正年代は 6，000~3 ，000 年前の範囲にあ

り、土器編年による時代区分と整合的であり、年代的には本州の縄文時代早期から晩期の考

古編年に相当する。
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3. 南西諸島宮古島から採取した樟波石の年代

標記に関して 2010 年 9 月 6 日にパリで開催された LSC 2010 で発表した論文 (Omoto 2010) 

の概要を紹介するロ先島諸島の海岸には大津波で打ち上げられたとされるサンゴ岩塊が多数

見られる。その多くは 1771 年の明和地震の後に発生した大津波により打ち上げられたと信じ

られてきた。地質学者や地形学者はサンゴ岩塊を採取し 14C年代測定を行い、その年代と津

波との関係を明らかにしようと考え実行してきた。しかしその大部分の 14C年代は 1771 年の

大津波とは一致しなかった。

この年代不一致の原因、サンゴ岩塊の運搬過程、サンゴ岩塊の年代と歴史地震との関係に

ついて明らかにするため、演者は野外調査により試料を採取し、 14C年代測定を行って較正

された暦年代にもとづき考察を行った。その結果、西暦 2000 年以前に地質学者や地形学者が

使用していた 14C年代は安定同位体比が測定されておらず、 conventiona1 ages でも暦年代でも

なかった。また年代測定試料とされたサンゴ岩塊は、生息地から海岸までの運搬された時、

岩塊の回転や削磨作用により、その表層部が失われていた可能性が考えられた。さらにこれ

らのサンゴ岩塊は台風時の大波によって運搬された疑いも生じた。このような結果、サンゴ

岩塊の年代と津波の発生年代が一致しなかったのではないかと考えられたロ

このような考えにもとづき小元は宮古島の南東部、東平安名岬西部のマイパーパマに打ち

上げられていた 36 個の津波石試料を採取した。 14C年代測定された年代を暦年代に較正した

結果、 36 個中 4 試料だけが誤差の範囲内で 1771 年の明和大津波の年代と一致した。しかし

それ以外の試料の年代は 1771 年の明和大津波の年代と一致しなかった。この結果はサンゴ岩

塊を使用して津波の発生年代を 14C法によって正確に決定することが困難であることを示し

ている。

-・-Lι斗ーが会ートートJ
「一一一一「

; .1. . 1... 一一圃|
yr BP 60∞ 5000 4000 3000 2000 1000 0 

第 6 図 先島諸島における大津波の発生年代の比較 (Omoto 2010, 201 1)上図は河名・中田(1994)

の第 13 図の確実度の高いデータを、下のパーは宮古島マイパーパマの津波発生年代を示すo

Fi思.rre 6 Comparison of occurre担ce times of huge tsunamis genera旬d around Sakishima Is1ands 

(Omoto 2010 and 2011). Upper c10sed circ1es indicate high probability occuπence ages estimated by 

Kawana 阻d Nakata (1994) whi1e 10wer bars indicate occurrence times of Maibabama shore (Omoto 

2010 and 2011). 

サンゴ岩塊の較正年代は、 1771 年明和津波以前にも大津波が AD 1633,=17y, 1576士6y， 1488, 

1399, 1325,=28y, 1229, 1141 ，=24y， 920土50 ， 728土5y， 596,395, 204'=13y, 118 および BC252 に発生

したことを明らかにした(第 6 図)。このうち AD1633 年と推定された年代は、史実に記録

が記載されている 1667 年の津波の記録と誤差範囲で一致している。

大津波の周期性、すなわち再来周期について大津波の発生年代相互間の平均年代から推定

することができる。計算の結果、過去の大津波の平均再来周期は、 80"=20 年， 135土5 年， 200土20

年および 370 年となった。しかし将来さらに長周期の再来周期が追加されるかもしれない。
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4. 宮古島から採取した石灰華段丘の形成年代

最後に昨年 10 月 3 S に名古屋大学で開催された日本地理学会 2010 年度秋季学術大会で発

表した標記の研究成果について発表要旨(小元ほか 2010.) を紹介し、次いで AMS 法と 8 線

法により測定した石灰華段丘町形成年代について考察した結果を紹介する.

研究目的

宮古島町南東、東平安宅岬西方の宮渡崎太陽泉(通称:ティダガー)に発達する石灰華段

(小元 2010b 下記写真参照)の形成年代を明らかにするため、その構成物質、湧水および

隣接するピーチロックに含まれていた貝化石を採取し、 β線計測法および AMS 法により "c

年代測定を行ったので、その結果について報告する。

研究方法

野外調査により石灰華段の分布範囲を確認し、その特徴を調査した。精密地形図を作成す

るためレーザーレベルやトータルステーションによる基準点測量と地上型3Dレーザースキ

ャナーによるデジタル写真測量を行った。年代測定用の試料を採取し、日本大学において F

線法、名古屋大学において AMS 法で "c 年代測定を行い CALffi09 (Re皿er et a1. 2009) によ

り歴年代を求めた。また石灰華段を酒養している湧水および海水について、 pH' RpH、電気

伝導度の測定、ならびに主要無機成分の水質分析を行った.

考察および結果

(1) 石灰華段は海抜約 30血の海成段E崖下の斜面上、海抜約 5血から低潮位までの聞に幅約

30皿、長さ約 100皿にわたり発達している.石灰華段は長径1.8皿から数 c皿まで様々な形態

を呈する。またその段差は 5mm から約 1m まであり、総数は 300 枚以上である固

写真 東平安名岬西方、宮渡崎太陽泉の石灰華段

Photo : Travertine 陪古田目。fTidagab，島由yadohza厄. west ofl五gashihe皿apromon旬可

(2)湧水の "c 年代が約 200 年前を示したことから、琉球石灰岩層の影響が示唆された。湧水

の化学成分分析結果は、湧水が琉球石灰岩層を通過した際の影響を示している.

(3)石灰華段堆積物の rim stone から採取した試料は、奇妙なことに現在地上で生育している植

物とほぼ同じ "c 濃度を示した。 方簡易ポーリング・コア最下部 (20c皿........40cm 下方で基盤

岩直上)から採取した試料の年代は F線測定法と AMS 法で測定値に大きな聞きがみられた。

詳細な検討結果については当日発表する。

以下に投稿中(小元ほか， 2011) の論文から宮渡崎太陽泉から採取した試料のうち、 3 箇所

で行った簡易ボ-9 ング・コア最下部から採取した試料、湧水および海水の "c年代測定結

果(第 7表)について記載し、上記の結論を補充する(詳細は上記の論文を参照されたい)。

(4)石灰華段丘の高位から採水した湧水の "c 年代は 224土30 BP (NUTA2-14672) 、また最高
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位の石灰華段丘の停滞水の 14C 年代は 251土19 BP (NUTA2・ 15952) であった(第 5 表)。本

来ならこれらの年代は核実験の影響を反映して“modem"または“super modem" となるはずで

あるが、低い 14C 濃度を示したロこの原因は、湧水や停滞水に琉球石灰岩層の一部が溶解し

ている可能性を示唆するロ

(5)簡易ボーリング・コア最下部(基盤岩直上)から採取した試料の年代は、日線法と AMS

法で測定値に大きな聞きがみられ、また AMS 法による測定値聞でも大きな差異が生じている。

しかしこの結果から AMS 法の信頼性が低いとは断言できない。すなわち同じ員化石試料を日

線法 (NU-2108) と AMS 法 (NUTA2-15841)で測定した結果からは、同じ年代が得られてい

る。この結果から、 AMS 法では微量の炭素量で測定しているため堆積物に含まれる炭素の起

源により年代差が生じたと考えられるロ一方目線法では AMS 法より多くの試料が必要なため、

堆積物の平均 14C 濃度にあたる年代が得られるため、大きな差異が生じないと考えられる。

第 5 表 宮古島宮渡崎太陽泉から採取した試料の年代(小元ほか， 2011 より抜粋)

Table 5 14C ages of samples col1ected from Tigadab, Miyadohzaki, Miyako Island 
(Omoto et al. 2011) 

�13C 
Conv. 

Lab. Code No. Mate討al 土1σ Cal(m) Remarks 
Age 

NUTA2-15495 travertine -4.60 2021 25 1969 bore core-l 

NUTA2-15842 Do -7.00 1500 29 1380 Do. 

NU-2119 Do. -3.68 3594 47 3901 Do. 

NUTA2-15496 travertine -4.80 17433 52 20574 bore core-2 

NUTA2-15843 Do 7.70 1722 29 1632 Do. 

NU-2120 coral -0.70 3702 48 4041 Do. 

NUTA2-15841 travertine -5.10 1190 28 1116 bore core-3 

NU-2108 Do 7.00 1189 57 1116 Do. 

NUTA2-14672 spring water -8.40 224 30 188 higber water 

NUTA2-15952 standing water -7.20 251 19 286 higbest water 

NUTA2-15951 sea water -2.70 18.5ゐ sea water 

(6)簡易ボーリング・コア下部の枝サンゴの年代 (NU-2120) と石灰華段丘中央部のボーリン

グ・コア下部の堆積物 (NU-2 1l 9) の年代差は 100 年前後で、両者は誤差範囲にある。よっ

て石灰華段丘堆積物の堆積開始は 3，900cal BP から湧水の補正年代 300 年を差し引いた 3，600

cal BP となる。ただしこの年代測定試料が石灰華段丘のほぼ中央から採取されたことを考慮

すれば、今後さらに汀線に近い低位の石灰華段丘堆積物から採取された試料について年代測

定を行った場合、これより古い年代が出ることも十分に予測される。

IV まとめ

演者が過去 45 年余にわたり行った 14C 年代測定に関する研究は多岐にわたる。本講演では、

その研究成果の中からいくつかを選んで紹介した。講演のタイトルの由縁は、演者が歩んで

きた道ーすなわち研究対象地域とその研究内容ーを示している。本日ご紹介した研究成果は
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発表当時に考察した内容に従ったが、その後長い時聞が経過した研究成果もあり、新たな証

拠にもとづく見直しが必要なものもあるかもしれない。

1940 年代にリピーらによってはじまった 14C 年代測定も、 1977 年以降改良に改良を重ねて

きた AMS14C 年代測定法が今日では主流になっている。今後さらに AMS14C 年代測定法の長

所を生かし、ますます学際的な分野で 14C 年代を使用する研究が進展することを期待したい。

若い研究者の皆さんが、国際会議という場で今後ご自身の研究成果を発表できる機会を多

く持たれることと、年代測定に携わっている方々は海外の研究機関や実験室を訪問して多く

のノウハウを収得し、研究に活用されることを期待したいロ
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ンターの中村俊夫教授と事務局の皆さん、そして長い時間にわたりご静聴いただいたシンポ

ジクム参加者の皆さんに心から御礼を申し上げますロ
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